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サウルス類 Parasaurolophus. 頭骨が最大 1.2m にもなるの
が特徴。音を出す器官としての機能があるとの研究報告があ
る。 
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グメントの中心からの力の働く方向への位置ベクトル、








            
yy vkyyF )(          (6)         
ここで y, vy, Fyは鉛直方向の位置と速度ベクトル、鉛直
方向の力を表す。k とγが接地の力学を決めるパラメー
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               (3) 
ここでX

と   は重心位置と回転角である。運動は矢




gm  は鉛直方向の重力の作用を表す。 
 ２足の後肢の各セグメントの力学は次のようなものに
なることが良く知られている。 
         
       
11121 amgmFF y
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11212211 
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図１. a) 調製試料の色の変化. b) 調製試料の紫外・可視吸収 

































Bakker らによる 1980 年代の評価としては、骨の形状か
ら速度 18~20m/s までの速さで走れるのでは、という推測
がなされていた。他方で 2002 年以来 Hutchinson らが静
的計算により、速くは走れないとの学説が提案された。
この学説は、その後、Sellers らの動力学の計算により速




























み、ついに 2015 年、世界王者のタイトルを奪還した。 
 さて、これらの記録を時系列的に並べ、更に将来の記
録の進化を予想した。２足走行の世界記録保持者は、本
原稿執筆時ではウサイン・ボルトの 100mを 9.57 秒で走
行したのが最速である。100m の２足走行の記録を時系
列的に並べてみた。それを見ると 1900 年代の 10 秒台か
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